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産
業
振
興
館

落
成

式

足
立
区
永
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
区

民
待
望
の
足
立
区
産
業
振
興
館
が

こ
の
ほ
ど
竣
工
、
こ
の
落
成
式
が

去
る
三
月
四
日
午
前
九
時
か
ら
来

賓
及
び
関
係
者
六
百
名
を
招
き
同

会
館
公
会
堂
で
厳
か
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
第
一
部
の
こ
け
ら
落
し

に
始
ま
り
尾
上
松
綠
丈
の
長
唄

老
松
、
観
世
元
昭
他
の
謡
曲
鶴
亀

天
池
眞
佐
雄
に
よ
る
ピ
ア
ノ
弾
初

等
の
演
芸
の
後
、
第
二
部
落
成
式

に
う
つ
り
、
区
長
の
開
会
被
露
の

挨
拶
及
び
来
賓
の
祝
辞
等
が
あ
つ

て
、
午
后
五
時
、
盛
況
裡
に
散
会

し
ま
し
た
。

こ
の
振
興
館
は
、
建
坪
延
五
三
六

坪
余
、
鉄
筋
、
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー

ト
四
階
建
、
白
色
リ
シ
ン
仕
上
げ

の
明
る
い
近
代
的
感
覚
を
も
つ
も

の
で
、
屋
上
か
ら
は
足
立
区
の
全
望

を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
の
落
成
に
よ
つ
て
、
足
立
区
は

始
め
て
公
会
堂
を
も
つ
た
わ
け
で

こ
れ
に
よ
り
、
区
民
の
生
活
、
文

化
の
向
上
、
産
業
の
振
展
は
一
段

と
進
み
、
足
立
区
将
来
の
発
展
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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昭和30年新予算成立四
億
四
千
七
百
余
万
円

第
三
回
区
議
会
で
可
決

本
年
第
三
回
足
立

区
定
例
区
議
会
は

去
る
三
月
十
日
、

午
後
四
時
区
議
会

議
事
堂
に
お
い
て

開
会
さ
れ
ま
し
た

今
回
提
出
さ
れ
た

案
件
は
別
項
の
通

り
で
す
が
、
本
会

議
の
第
一
日
は
、

ま
ず
区
長
の
挨
拶

の
後
、
監
査
委
員

よ
り
「
昭
和
二
十

九
年
度
定
期
監

査
」
「
同
区
立
養
護
学
園
監
査
」
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
つ
い
で
財

務
、
厚
生
、
文
教
、
土
木
の
各
委

員
長
よ
り
、
各
委
員
会
の
報
告
が

あ
つ
て
一
般
区
政
質
問
に
入
り
つ

い
で
提
出
案
件
を
慎
重
審
議
し

予
算
案
は
特
別
委
員
会
附
託
と
し

て
午
後
六
時
半
散
会
し
ま
し
た
。

翌
十
一
日
は
早
朝
よ
り
予
算
特
別

委
員
会
が
開
か
れ
、
終
日
に
亘
り

慎
重
な
審
議
が
行
な
わ
れ
本
会
議

第
二
日
は
、
午
后
六
時
四
十
分
開

会
、
第
十
五
号
議
案
は
修
正
可
決

他
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
と
な

り
午
後
七
時
十
分
閉
会
、
こ
こ
に

昭
和
三
十
年
度
予
算
が
成
立
し
ま

し
た
。

(提
出
案
件
)

一
、
第
十
四
号
議
案
　
昭
和
三
十

年
度
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

一
、
第
十
五
号
議
案
　
昭
和
三
十

年
度
東
京
都
足
立
区
才
入
才
出

予
算

一
、
第
十
六
号
議
案
　
昭
和
三
十

年
度
東
京
都
足
立
区
質
屋
事
業

才
入
才
出
予
算

一
、
第
十
七
号
議
案
　
昭
和
三
十

年
度
東
京
都
足
立
区
才
入
才
出
追

加
予
算

一
、
第
十
八
号
議
案
　
(
区
有
)

財
産
の
取
得
及
び
処
分
に
つ
い

て

昭和30年度
東京都足立区才入才出予算

歳 入　　　　　　　　 予 算額

( 1)区 税　　　　　　　286, 022, 953
( 2) 公営企業及財産収入　2, 979, 550

( 3) 使用料及手数料　　14, 038, 110
( 4) 都支出金　　　　　　9, 046, 408
( 5) 寄附金　　　　　　　1, 200, 000

( 6) 繰越金　　　　　　　　　　　1
( 7) 雑収入　　　　　　　12, 397, 288

( 8) 財政調整交付金　　122, 000, 000
合 計　　　　　　　447, 684, 310

才 出　　　　　　　　 予算額
( 1) 議会費　　　　　　27, 603, 455

( 2) 区役所費　　　　　172, 770, 468
( 3) 土木費　　　　　　31, 294, 950

( 4) 建築事業費　　　　　1, 435, 400
( 5) 教育費　　　　　　171, 221, 212
( 6) 民生事業費　　　　　4, 705, 640
( 7) 産業経済費　　　　　2, 978, 102

( 8) 選挙費　　　　　　　5, 745, 556
( 9) 徴税費　　　　　　　11, 960, 267

( 10) 産業振興館費　　　　9, 500, 000

( 11) 諸支出金　　　　　　5, 669, 260
( 12) 予備費　　　　　　　2, 800, 000

合 計　　　　　　　447, 684, 310

昭和30年度東京都足立区才入才出追加予算

才 入　　　　追加予算額　　 合計
(

2

)

公営企業及
財 産 収 入 2, 750, 000　　5, 729, 550

( 6) 繰越金　　　　57, 564, 391　57, 564, 392
合計　　　　60, 314, 391　507, 998, 701
才 出　　　　追 加予算額　　 合計

( 5) 教育費　　　57, 564, 391　　223, 785, 603
( 11) 諸支出金　　1, 136, 730　　　6, 805, 990
( 12) 予備費　　　1, 613, 270　　　4, 413, 270

合計　　　　60, 314, 391　　507, 998, 701

明
る
い
生
活

正
し
い
一
票

齊
藤
区
長
選
任
さ
る

本
年
第
四
回
足
立
区
議
会
に
お
い
て

去
る
三
月
二
十
五
日
大
山
足
立
区

長
は
藤
来
区
議
会
議
長
あ
て
に
辞

表
を
提
出
、
区
長
辞
任
と
新
区
長

選
出
の
た
め
第
四
回
足
立
区
臨
時

区
議
会
が
三
月
二
十
九
日
午
後
開

会
さ
れ
ま
し
た
。議
会
は
、辞
表
提

出
中
の
大
山
区
長
の
辞
任
を
全
会

一
致
同
意
、
大
山
区
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
次
い
で
在
任
十
年
に
対
し

て
区
議
会
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
引
つ
ゞ
き
後
任
区
長
候

補
と
し
て
斎
藤
恒
助
氏
(
足
立
区

助
役
)
を
選
定
し
ま
し
た
。
三
十

日
は
休
会
と
な
り
都
知
事
宛
同
意

方
を
申
請
し
ま
し
た
。

次
い
で
三
十
一
日
第
四
回
足
立
区

臨
時
区
議
会
二
日
日
の
会
議
が
開

会
さ
れ
、
足
立
区
長
職
務
代
理
者

斎
藤
恒
助
氏
が
辞
表
提
出
、
議
会

は
こ
れ
を
承
認
、
引
つ
ゞ
き
都
知

事
の
同
意
が
あ
つ
た
斎
藤
恒
助
氏

を
区
長
と
し
て
選
任
議
決
し
ま
し

た
。

な
お
前
区
長
大
山
氏
は
、
官
選
区

長
よ
り
現
在
ま
で
足
立
区
長
と
し

て
十
年
在
職
、
新
区
長
は
八
年
間

そ
の
助
役
と
し
て
大
山
氏
を
補
佐

し
た
方
で
あ
り
ま
す
。

公
明
選
挙

婦
人
の
つ
ど
い

近
づ
く
地
方
選
挙
を
ひ
か
え
て
、

婦
人
有
権
者
の
認
識
を
深
め
る
た

め
、
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
去
る
三
月
二
十
六
日
午
後
一

時
か
ら
区
内
婦
人
有
権
者
を
対
象

と
し
て
、
産
業
振
興
館
に
お
い
て

公
明
選
挙
婦
人
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
約
八
百
名
の
婦
人
有
権
者

が
集
り
、
超
満
員
の
盛
況
で
ま
ず

「
婦
人
の
生
き
が
い
と
来
る
べ
き

選
挙
」
の
演
題
で
講
師
公
明
選
挙
連

盟
常
務
理
事
安
積
得
也
氏
よ
り
講

演
が
あ
り
、
つ
い
で
松
竹
映
画

「
陽
は
沈
ま
ず
」
の
上
映
が
あ
つ

て
、
午
後
五
時
盛
会
裡
に
散
会
し

ま
し
た
。

こ
の
集
い
に
は
区
内
婦
人
連
合
会

が
各
地
域
の
婦
人
層
に
広
く
よ
び

か
け
婦
人
有
権
者
の
公
明
選
挙
に

対
す
る
啓
蒙
を
は
か
つ
た
も
の
で

そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

「
足
立
区
史
」
発
刊

区
制
施
行
二
十
周
年
を
記
念
し
て

二
十
七
年
十
一
月
そ
の
編
纂
に
着

手
し
た
「
足
立
区
史
」
が
以
来
二

年
余
に
わ
た
る
関
係
者
一
同
の
努

力
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
区
役
所
か

ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
足

立
区
の
歴
史
に
つ
い
て
は
郡
制
時
代
の

大
正
五
年
及
び
十
五
年
に

出
さ
れ
た
「
南
足
立
郡
誌
」
或
は

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
等
の
〓

文
書
に
よ
つ
て
僅
か
に
そ
の
一
端

を
知
る
の
み
で
し
た
が
、
今
回
発

行
さ
れ
た
「
足
立
区
史
」
が
始
め

て
足
立
区
全
体
の
歴
史
を
広
般
に

わ
た
つ
て
示
す
わ
け
で
す
。

発
刊
さ
れ
た
「
区
史
」
の
内
容
は

総
記
篇
と
各
記
篇
に
分
れ
、
総
記

篇
は
大
体
足
立
区
の
歴
史
に
つ
い

て
の
考
古
学
的
考
察
か
ら
始
り
現

代
に
い
た
る
歴
史
編
と
も
い
う
べ

き
も
の
、
各
記
篇
は
、
行
改
、
財

政
、
教
育
、
産
業
、
保
険
衛
生
、

治
水
、
用
水
、
交
通
、
通
信
、
警

察
、
消
防
、
神
社
仏
閣
、
郷
土
と

風
俗
、
災
害
史
そ
の
他
に
わ
た
る

現
代
編
と
も
い
う
べ
き

も
の
で

一
、
一
七
二
頁
A
5

判
皮
ク
ロ
ス

製
の
立
派
な
も
の
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
員
増
強

運
動

本
年
度
目
標
額
決
る

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
か
ね
て
か

ら
各
種
災
害
の
救
助
、
ソ
連
抑
留

者
の
帰
還
促
進
と
数
多
い
働
き
を

し
て
そ
の
運
動
に
努
め
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
内
外
の
諸
情
勢

に
鑑
み
赤
十
字
運
動
を
よ
り
強
力

に
推
進
す
る
た
め
に
五
月
一
日
か

ら
一
ヶ
月
間
に
わ
た
り
社
員
増
強

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
足
立
区
の
赤
十
字
募
金
本
年

度
目
標
額
は
百
四
十
九
万
八
千
円

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
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中
川
堤
桜
ま
つ
り

四
月
一
日
-
十
日
ま
で

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、
足
立

区
、
都
観
光
協
会
、
東
武
鉄
道
、

中
川
堤
桜
保
存
会
の
後
援
を
得
て

昨
年
か
ら
中
川
堤
桜
ま
つ
り
を
行

つ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
ま
た

四
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
第
二
回

中
川
堤
桜
ま
つ
り
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
三
月
十
八
日
、
桜
ま
つ
り

打
合
会
を
開
催
、
そ
の
準
備
に
の

り
だ
し
ま
し
た
。

昨
年
の
桜
ま
つ
り
に
は
、
一
日
か

ら
十
一
日
ま
で
の
人
出
は
約
六
万

を
数
え
、
場
所
の
遍
鄙
さ
か
ら
殆

ど
人
に
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
中

川
堤
が
、
始
め
て
そ
の
見
事
な
桜

並
木
の
景
観
を
区
民
始
め
多
数
の

人
々
に
示
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
樹
令
四
十
年
か
ら
五
十
年
に
も

な
る
見
事
な
老
木
が
、
中
川
の
流

れ
に
沿
い
、
一
里
に
わ
た
つ
て
蜿

蜒
と
つ
づ
く
桜
の
ト
ン
ネ
ル
は
今

年
も
昨
年
を
更
に
上
廻
る
人
出
を

呼
ぶ
も
の
と
、
区
観
光
協
会
で
は

大
い
に
力
を
入
れ
、
地
元
の
桜
保

存
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
そ
の
実
施

準
備
を
着
々
行
つ
て
お
り
ま
す

な
お
こ
の
中
川
堤
に
は
、
国
鉄
(

常
磐
線
)
亀
有
駅
か
ら
徒
歩
で
一

〇
分
、
期
間
中
は
北
千
住
駅
前
か

ら
東
武
の
大
谷
田
行
花
見
バ
ス
が

増
発
さ
れ
終
点
が
も
う
中
川
堤
で

ま
た
地
元
で
は
余
興
場
、
湯
呑
場

等
の
施
設
を
設
け
花
見
客
接
待
の

準
備
を
と
と
の
え
て
お
り
ま
す
。

都
心
か
ら
三
十
分
で
来
ら
れ
る
中

川
堤
の
桜
が
、
一
人
で
も
多
く
の

都
民
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
、区
観

光
協
会
で
は
期
待
し
て
お
り
ま
す

写真は中川堤の桜

地
方
選
挙

―
こ
ぞ
つ
て
投
票
し
ま
し
よ
う
―

終
戦
後
地
方
制
度
の
根
本
的
改
革

に
基
い
て
行
わ
れ
た
昭
和
二
十
二

年
四
月
の
地
方
選
挙
か
ら
数
え
て

三
回
目
の
地
方
選
挙
が
い
よ
い
よ

こ
の
四
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

選
挙
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
住

民
が
自
分
た
ち
に
最
も
身
近
な
問

題
を
託
す
る
首
長
、
議
員
を
選
び

出
す
も
の
で
あ
り
、
東
京
都
で
は

都
知
事
、
都
議
会
議
員
、
区
議
会

議
員
を
選
ぶ
も
の
で
、
こ
れ
は
都

や
区
の
将
来
の
発
展
や
福
祉
を
左

右
す
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
に
行
わ
れ
た
地

方
選
挙
で
は
、
足
立
区
の
投
票
率

は
七
九
・
三
%
の
好
成
績
を
示

し
ま
し
た
が
、
今
度
の
選
挙
で
も

区
民
の
皆
様
が
挙
つ
て
投
票
し
て

区
民
の
手
で
良
い
代
表
を
選
び
明

る
く
正
し
い
、
都
政
、
区
政
が
築

か
れ
る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
。

投
票
日

四
月
二
十
三
日

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

東
京
都
知
事
選
挙

四
月
三
十
日

足
立
区
議
会
議
員
選
挙

な
お
次
の
よ
う
な
場
合
は
無
効
に

な
り
ま
す
。

(
1
)
定
め
ら
れ
た
投
票
用
紙
以
外
の

紙
を
使
つ
た
場
合

(
2
)
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を

書
い
た
場
合

(
3
)
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
余
計

な
こ
と
を
書
い
た
場
合

(
4
)
誰
に
投
票
し
た
か
わ
か
ら
な
い

場
合

ヒ
ロ
ポ
ン
対
策

「
映
画
と
話
し
あ
い
の
集
い
」

覚
せ
い
剤
が
都
民
の
あ
い
だ
に
悪

い
影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に
次
の
時

代
を
に
な
う
青
少
年
層
に
こ
の
傾

向
が
つ
よ
い
の
で
、
東
京
都
で
は
真
剣

に
こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
、

い
ろ
い
ろ
と
対
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
足
立
区
で
も

そ
の
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
覚
せ

い
剤
対
策
「
映
画
と
話
し
あ
い
の

集
い
」
が
、
東
京
都
教
育
委
員
会

足
立
区
教
委
、
足
立
区
青
少
年
委

員
会
の
主
催
に
よ
り
、
三
月
二
十

二
日
午
后
二
時
か
ら
、
千
寿
第
一

小
学
校
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
区
内
婦
人
会
、
防
犯
支
部
青

年
団
、
P
T
A
な
ど
多
数
の
聴

衆
が
集
り
、
ま
ず
覚
せ
い
剤
対
策

映
面
「
覚
せ
い
剤
の
恐
怖
」
そ
の

他
が
上
映
さ
れ
、
後
、
区
長
、
区

議
会
議
長
、
教
育
委
員
、
警
察
署

長
、
保
健
所
長
、
医
師
会
長
、
学

校
薬
剤
師
会
長
、
小
・
中
学
校
長
　

高
等
学
校
長
、
婦
人
会
長
、
青
少

年
委
員
等
陪
席
者
の
活
発
な
討
議

が
あ
り
、
最
後
に
専
問
講
師
の
結

論
と
注
意
が
あ
つ
た
後
、
盛
会
裡

に
閉
会
し
ま
し
た
。

青
い
羽
根緑の

週
間
始
る

四
月
一
日
か
ら
緑
の
週
間
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
首
都
で
あ
る
東

京
都
を
街
も
郊
外
も
住
み
心
地
の

よ
い
健
康
で
、
す
が
す
が
し
く
、

美
し
い
都
と
す
る
た
め
の
首
都
緑

化
運
動
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
全

都
に
わ
た
り
「
緑
の
羽
根
」
募
金

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募

金
は
街
路
の
緑
化
、
公
園
公
共

緑
地
の
完
備
、
水
源
林
の
造
林
な

ど
に
よ
る
首
都
緑
化
推
進
の
資
金

と
な
る
も
の
で
、
世
界
に
誇
る
美

し
い
緑
の
首
都
実
現
の
た
め
に
都

で
は
都
民
の
皆
様
の
心
か
ら
の
協

力
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
足

立
区
の
本
年
度
の
募
金
目
標
額
は

四
十
五
万
円
で
あ
り
ま
す
。

〝
国
際
連
合
〟

懸
賞
論
文
募
集

今
年
は
国
際
連
合
が
設
立
さ
れ
て

か
ら
十
年
目
に
当
り
ま
す
の
で
そ

の
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
同

協
会
で
は
、
次
の
規
定
に
よ
り
国

連
懸
賞
論
文
の
募
集
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

題
目
は
「
過
去
十
年
間
に
一
般
国

民
の
国
連
理
解
増
進
の
た
め
日
本

の
民
間
団
体
が
行
つ
た
活
動
と
そ

の
評
価
」
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
〓

枚
以
内
、
応
募
資
格
は
年
令
二
十

才
以
上
の
国
連
に
協
力
す
る
民
間

団
体
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。
昭
和

三
十
年
四
月
十
五
日
ま
で
に
日
本

国
際
連
合
協
会
に
到
着
の
こ
と
。

入
賞
者
は
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
国
連

本
部
見
学
旅
行
に
招
待
さ
れ
ま
す

な
お
詳
細
は
東
京
都
千
代
田
区
丸

ノ
内
二
ノ
十
二
日
本
国
際
連
合
〓

会
(
2
8
)
四
〇
七
一
-
三
ま
で
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食
生
活
の
合
理
化
へ

新
生
活
運
動
の
展
開

生
活
を
合
理
化
し
、生
活
水
準
の

向
上
を
量
る
新
生
活
運
動
を
区
で

は
衣
食
住
そ
の
他
の
方
面
に
わ
た

つ
て
行
つ
て
お
り
ま
す
が
、そ
の

一
環
と
し
て
三
月
一
日
か
ら
四
月

六
日
ま
で
、区
内
各
地
で
「食
生

活
改
善
講
習
会
」
を
実
施
し
、地

元
各
婦
人
会
の
協
力
に
よ
り
大
き

な
成
果
を
収
め
盛
会
裡
に
終
了
し

ま
し
た

。

な
お
日
程
表
は
次
の
通
り
で
す

三
月
一
日
　
午
后
一
時
　
伊
興
小

学
校
(
伊
興
町
婦
人
会
)
三
月
二

日
　
午
后
一
時
　
旧
第
二
出
張
所

(
柳
原
町
東
西
南
北
婦
人
会
)
三

月
三
日
　
午
后
一
時
　
千
寿
第
一

小
学
校
(
千
住
五
丁
目
婦
人
会
)

三
月
四
日
　
午
后
一
時
　
第
三
中

学
校
(
大
川
町
・
柳
町
・
寿
町
婦

人
会
)
三
月
七
日
　
午
后
一
時
　

千
住
曙
会
館
(
千
住
曙
町
主
婦
の
会

)
三
月
八
日
　
午
后
一
時
　
第

十
六
中
学
校
(
千
住
四
丁
目
婦
人

会
)
三
月
九
日
　
午
前
九
時
三
〇

分
　
江
北
小
学
校
　
上
・
下
沼
田

高
野
町
婦
人
会
　
午
后
一
時
　
舎

人
小
学
校
(
舎
人
二
ツ
家
婦
人
会
)
　

三
月
十
日
　
午
后
一
時
　

隅
田
保
育
園
(
大
谷
田
保
育
園

母
の
会
)
三
月
十
一
日
　
午
后
一

時
　
宮
城
小
学
校
(
小
台
町
婦
人

会
)
三
月
十
四
日
　
午
后
一
時
　

岡
田
会
長
宅
(
日
の
出
町
三
丁
目

婦
人
会
)
三
月
十
五
日
　
午
后
一

時
　
赤
不
動
　
梅
田
町
(
合
同
婦

人
会
)
三
月
十
六
日
　
午
后
一
時
　

鹿
浜
小
学
校
(
堀
の
内
・
加
賀
皿

沼
・
谷
在
家
・
北
鹿
浜
婦
人
会
)

三
月
十
七
日
　
午
后
一
時
　
旭
町

防
犯
事
務
所
(
千
住
旭
町
主
婦
の

会
)
三
月
十
八
日
　
午
后
一
時
　

宮
城
小
学
校
(
南
宮
城
町
婦
人

会
)
三
月
二
十
二
日
　
午
后
一
時
　

弘
道
小
学
校
(
綾
瀬
五
反
野
東

婦
人
会
)
三
月
二
十
三
日
　
午
后

一
時
日
の
出
町
ピ
ン
ポ
ン
暘
(
日

の
出
町
婦
人
会
)
三
月
二
十
四
日
　

午
后
一
時
　
闢
原
小
分
校
(
本

木
一
・
二
丁
目
(
合
同
)
婦
人
会

三
月
二
十
八
日
　
午
后
一
時
　

大
谷
田
保
育
園
(
大
谷
田
東
町

婦
人
会
)
三
月
二
十
九
日
　
午
后

一
時
千
寿
第
七
小
学
校
(
桜
木
町

・
竜
田
町
婦
人
会
)
三
月
三
十
日
　

午
后
一
時
　
春
光
幼
稚
園
(
五

反
野
西
婦
人
会
)
三
月
三
十
一
日

午
后
一
時
　
千
寿
小
学
校
(
千

住
仲
町
婦
人
会
)
四
月
一
日
　
午

后
一
時
　
第
三
中
学
校
(
千
住
元

町
婦
人
会
)
四
月
四
日
　
午
后
一

時
　
本
木
小
学
校
(
本
木
三
丁
目

婦
人
会
)
四
月
五
日
　
午
后
一
時
　

西
新
井
小
学
校
(
興
野
町
婦
人

会
)
四
月
六
日
　
午
后
一
時
　
西

新
井
大
師
境
内
(
西
新
井
町
婦
人

会
)
四
月
七
日
　
午
后
一
時
　
第

十
六
出
張
所
(
淵
江
実
践
郷
婦
人

部
)
四
月
八
日
　
午
后
一
時
　
隅

田
保
育
園
(
大
谷
田
隅
田
婦
人
会

)
四
月
十
一
日
　
午
后
一
時
　

町
防
犯
事
務
所
(
旭
町
北
主
〓

会
)
四
月
十
三
日
　
午
后
一
時
　

千
寿
第
五
小
学
校
(
高
砂
末
〓

人
会
)

☆
　

☆
　

☆
　

☆

☆
　

☆
　

☆
　

☆

☆
　

☆
　

☆
　

☆

写真は食生活改善講習会の一風景

五 色 桜 の 復 活
約1. 000 本を移植

か
つ
て
都
内
の
花

の
名
所
で
あ
つ
た

江
北
の
五
色
桜
を

復
活
し
よ
う
と
、

区
で
は
二
十
七
年

の
四
月
、ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
、ワ
シ
ン

ト
ン
よ
り
五
色
桜

の
接
穂
を
逆
輸
入

し
て
都
の
小
合
苗
園

に
補
育
を
依
頼

し
て
い
た
の
を
、移
植
し
て
も
充

分
成
育
す
る
見
通
し
が
つ
い
た
の

で
昨
年
末
よ
り
そ
の
植
栽
に
か
ゝ

つ
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
ほ
ど

そ
の
第
一
次
及
び
第
二
次
の
移
植

が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
苗
木
は
三
百
本
で
、荒
川
放

水
路
左
岸
、上
沼
田
町
か
ら
下
沼

田
町
、北
宮
城
町
、本
木
町
五
丁

目
四
丁
目
に
わ
た
つ
て
植
え
ら
れ

ま
し
た
が
、こ
れ
が
見
事
な
花
を

開
き
、昔
を
凌
ぐ
立
派
な
江
北
の

五
色
桜
の
並
木
が
出
現
す
る
の
も

間
近
い
こ
と
ゝ
思
わ
れ
ま
す
。

次
い
で
区
で
は
、そ
の
第
三
次
計

画
と
し
て
、区
内
の
寺
院
、神
社
　

区
立
小
中
学
校
そ
の
他
に
約
八
百

本
の
苗
木
を
移
植
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
割
当
数
は
、寺

院
一
〇
三
ヶ
寺
各
三
本
宛
三
〇
九

本
、神
社
二
九
社
各
三
本
宛
計
八

七
本
、区
立
小
中
学
校
(
幼
稚
園

を
含
む
)
五
六
校
各
五
本
宛
計
二

八
〇
本
、中
川
堤
に
一
〇
〇
本
そ

の
他
公
園
、図
書
館
、児
童
会
館

等
に
二
四
本
が
計
画
さ
れ
て
お
り

こ
れ
で
約
千
本
の
五
色
桜
が
、
区

内
各
所
に
移
植
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
小
合
苗
園
に
は
三
十
年
度
補

育
分
と
し
て
ま
だ
二
〇
〇
〇
本
の
苗
木
が

ひ
き
つ
づ
き
委
託
さ
れ
る

筈
で
、や
が
て
区
内
が
見
事
な
五

色
桜
で
埋
ま
り
、都
内
に
誇
る
美

し
い
桜
の
足
立
と
な
る
の
も
間
も

な
い
こ
と
と
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

な
お
五
色
桜
の
苗
木
は
七
十
二
種
類

で
次
の
通
り
で
す
。

1
有
明
　
2
暁
　
3
雨
〓
　

4
一
葉
　
5
薄
墨
　
6
欝
金
　

7
大
堤
灯
　
8
大
芝
山
　
9
翁
桜
　

1
0
大
内
山
　
1
1
大
山
桜
　
1
2
狩
衣
　

1
3
上
勾
　
1
4
樺
山
　
1
5
関
山
　

1
6
御
衣
黄
　
1
7
麒
麟
　
1
8
〓
女
　

1
9
車
返
　
2
0
五
所
桜
　
2
1
苔
清
水
　

2
2
小
汐
山
　
2
3
駒
繁
　
2
4
小
町
　

2
5
塩
釜
　
2
6
芝
山
　
2
7
白
樺
山
　

2
8
白
妙
　
2
9
松
月
　
3
0
白
旗
桜
　

3
1
鐘
馗
　
3
2
白
雪
　
3
3
朱
雀
　

3
4
駿
河
台
勾
　
3
5
墨
染
　
3
6
千
里
香
　

3
7
四
季
桜
　
3
8
雪
月
花
　
3
9
早
晩
山
　

4
0
滝
勾
　
4
1
大
明
　
4
2
大
南
殿
　

4
3
高
砂
　
4
4
虎
の
尾
　
4
5
手
毬
　

4
6
殿
桜
　
4
7
雨
殿
　
4
8
羽
二
重
　

4
9
旗
桜
　
5
0
晩
都
　
5
1
便
殿
　

5
2
日
暮
　
5
3
緋
桜
　
5
4
福
禄
寿
　

5
5
普
賢
象
　
5
6
紅
普
賢

5
7
紅
虎
の
尾
　
5
8
箒
桜
　
5
9
牡
丹
　

6
0
孫
普
賢
　
6
1
増
山
　
6
2
御
車
返
　

6
3
紫
桜
　
6
4
八
房
　
6
5
類
嵐
　

6
6
鷲
の
尾
　
6
7
早
生
都
　
6
8
水
上
　

6
9松
戸
1
1
号
松
月

7
0松
戸
3
5
号
関
山

7
1
松
戸
4
2
号
普
賢
象
　
7
2
右
近


